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◎
日
俳
同
約
静

金
柑
旺
三
郎
潜

刀
江
笛
瞭
敢
行

四

月
延
仰
三

関
五
十
鏑

◎
尺
艦
船
考

藤
EiM
元
琳
賛

刀
江
沓
院
敢
行

五
月

定
侶
五
蜘
八

rJ
蛸

◎
聯
修
押
入
日
本
探
検
年
志

功
内
曾
次
郎
嗣

山打
政
審
描
別
行

二

月

髭
侶
蹴
倒

◎
仙
非

地

相

風
俗
大
系

節
二
塔

玄
妙
(
上
)

執
筆
教

浅
井
治
平

上
川
鵜
棚
､
懸
紺

7
､
水
村
将
太
郎
､
鐙
溢
朔
太
郎
､
位
勝
弘
'

閥
野
点
､
E
柑
剛
､
長
野
仇
'
矢
野
仁

7
1
脇
水
践
五
郎
､
新
光

政
鵜
行

六月

鞄
的
慣
二
側
八
〇
鶴

◎
火
=
本
地
認
火
系

節
五
怨

新
稲
武
減
的
風
土
記
柄
(
こ

郷
山
閥

鞄
行

草
月

漁
的
撃

二
旧

◎
火
日
本
地
誌
火
糸

筋
十
六
谷

山
州
名
跡
滋
二

)
桃
山
関
数
付

六
月

鞄
的
侶
三
脚

㊥
多

紘
滋
梯
蝦
炎
=
結
鵜
.
(節
二
)

(
日
本
甘
兆
金
塊

節
三
-;
)

四

月

㊥
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L朝
鮮

の
i=
場
鮒
柄

番

卒
氷
助
繋

調
教
資
料
節
二
十
七
抑
制
酢
紙

料

茄

-5

輔

心日
脚

三
月

○
地
騨
雑
誌

節
凹

r
中
節
四
八
三
髄

五
月

南
樺
太
次
日
の
暦
位
に
放
て
(
こ

(今
非
牛
次
郎
)

･
阿
淋
火
山
的
別
の
現
収
(
こ

(
日
中
鮒
秀
三
)

荘
滑
り
ア
ル
カ
･>
労

(村
村
毅
)

南
北
樺
太
の
灼
改
紀
暦
の
対
比
(
二
)
(治
水
三
郎
)

.
河
同
省
内
地
質
巡
見
記
(
≡
)
(
渡
迦
久
苫
)

○
地
串
難
髄

節
凹

丁
年
輝
四
八
四
班

六
月

紀
州
鬼
ケ
城
に
於
け
る
土
地
隆
起
現
象

(脇
水

枇

.hJ
榔
)

如
多
年
接
の
地
形
及
地
質

〔
小
潮
納
骨
)

雨
樺
太
淡
川
の
暦
低
Li
就
て
(
二
)
(今
非

年
次
榔
)

阿
強
火
仙
術
軌
の
税
1-
(
∴
)
(
日
中
館
野
三
)

栖
大
野
久
組
成
牛
附
近
土
木
地
質

(新
藤
丈
碓
)

魂
及
び
河
川
の
起
脱
(
≡
)
(石
非
締
産
詐
)

〇
日
本
数
宵

節
八
容
第
五
班

五
月

火
山
群
｡
火
山
列
･
火
山
群
及
び
火
山
組
の
院
別

(本
間
不
二
M刀
)

○
地
質
韓
靴
認

節
三
六
怨
節
四
二
七
班

川
刀

サ
リ
ト
-
ゾ
火
山

(
田
中
館
秀
三
)

末

路
樹
上
士

別
地
方
の
地
質
及
び
岩
石

(火
平
安
)

○
地
質
輿
雅
語

節
三
六
番
節
四
二
八
離

五
月

腿
岐
粍
後
の
地
質
単
的
jIk
ぴ
に
川前
和
雄
的
研
究
(
i(
)
(仲
川
川
接
〕

天
捉
閥
上
士
別
地
方
の
地
質
及
び
岩
石
(
二
)
(火
平
安
し

南
柏
大
内
紺
地
お
産
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
新
柵
に
就

い
て
(
非

文
)

(
河
m
拭
火
)

○
地
質
砕
和
談

節
三
六
食
餌
凹
二
九
鶴

六

月

]
川
七

六
五



地

球

第
十
二
番

東
某
地
新
邸
骨

飾
三
十
六
年
絶
食
記
事

絶
食
に
於
け
ろ

紙
純
の
嬰
旨

0
人
軌
串
雅
語

節
凹
四
谷
第
六
班
(第
五
官
能
記
念
翰
文
)

六
月

わ
が
向
洋
都
鳥
に
放
け
る
ポ
-
ネ
-
.I,5
7
人
の
現
拓
に
就

い
て

(
長
谷
部
貫
入
)

四
肢
骨
の
研
究
に
韮
づ
け
る
日
本
石
群
時
代
人
様
諭

(満
野
維
次

平
非
隆

'
紺
政
則
)

益
閏
解
凍
に
放
て

(
粗
相
脱
)

民
放
主
家
宵

(
八
木
姥
三
郎
)

弊
制
の
沿
革
に
就
て

(柳
田
閥
男
)

所
謂
人
新
撰
と
止
別
串
と
の
関
係

(
大
山
相
)

○
地
讃

節

7
塔
節
五
班

五
月

紀
伊
や
偽
に
於
げ
ろ
促
性
的
地
に
愈
性
的
の
地
形
の
知
新
に
就
い

て

(今
村
明
恒
)

桁
火
山
と
地
謡

(中
村
太
術
門
太
郎
)

地
既
の
党
政
と
鈍
郎
勾
配
と
の
朋
係

(非
Ji
字
胤
)

入
館
的
地
勤
の

樽
柿
砧
庇
の
測
定

(
那
頚
倍
治
)

○
地
琵

解

!
巻
第
六
班

六
月

地
産
に
伴
っ
た
地
形
幽
勤
に
就

い
て

(
小
平
孝
雄
)

抑
制
分
割
に
依
る
袋
央
決
光
作
問
用
脚
表

(淡.J谷
韻
副
)

○
地
耶
嘩
評
払刑

第
五
や
解
五
幼

五

月

地
山似
鎚
訓
の
樵
本
関
越

(今
村
騨
郎
)

仰
水
中
の
酸
諮
骨
盤
及
水
素
イ
オ
ン
淡
庇
の
水
平
分
卿
に
放
て

(巾
)
(出
口村
倍
出口
)

解
二
幼

蒜

八

大
大

帝
柵
の
生
産
地
珊
(下
)
(
川
口
丈
夫

)

河
樺
段
丘
の
非
封
桐
的
配
紀
と
共
の
成
田
(
こ

(
湘
茶
髄
七
)

○
地
糾
礎
評
論

解
式
令
姉
大
雄

六
月

仲
稜
地
建
の
倣
淀
の
立
船
的
配
列
よ
り
推
克
ざ
る
に
地
塊
の
形
舵

に
就

い
て

(
那
刑
倍
治
)

我
が
脚
の
人
tI
状
態
に
就

い
て

(
長
谷
川
新
二
)

河
樺
段
丘
の
非
封
稲
的
配
鑑
JJ
其
の
成
田
(
二
)
(
苅
木
髄
七
)

湖
水
中
の
駿
黄
骨
盤
汲
水
索
イ
オ
′
淡
比
の
水
平

分
布
に
放
し

(下
)
(吉
相
倍
音

)

隠
岐
の
牧
州
組
約
の
持
蛤

(石
田
髄
次
郎
)

○
地
和
琴
評
論

節
北
谷
第
七
班

七
月

飽
原
火
山
端
封
田
及
び
雌
脱
盆
地
に
礁
連
す
る
段
丘
に
放
て

(
田
上
利
三
郎
)

河
搾
段
丘
の
非
封
桝
的
配
位
と
其
の
成
田

(光
大
瀧
七
)

ク
ッ
ク
の
撃

二
次
探
検
軸
の
日
本
流
池

(秋
田
武
次
郎
)

○
地
理
敦
育

節
十
容
節
二
幼

JF3月

人
弼
分
数
上
日
本
拭
族
の
位
旺

(松
村
瞭
)

笠
零
･
執
帽
子
蛋
及
び
頭
巾
隻
に
放
い
て

(船
脚
峡
甲
)

汐
ヤ
バ
の
線
溶
地
班
(上
)
(
相
中
館
秀
三
)

栂

術
火
山
の
爆
裂

(沌
潮
墾

二
郎
)

喪
郡
の
都
市
と
非
の
二
秤
軸
(
下
)
･(田
山
柴
久
)

阿
蘇
火
山
収
妃
の
.火
川
桁
伽
に
就
て
(T
)
(紳
犀
弘
洩
)

日
本
群
偽
の
三
伯
洲
の
即
死
(
ニこ

(湘
七
髄
七
)

問
ア
メ
-
カ
鰍
仰僻
地
-ii:(凹
)
(下
田
賠
佐
)



北
淡
;
の
地
形
と
発
砲
組
､下
)
(場
外
納
叩

'
山
口
孝
萄
)

○
地
相
教
官

第
十
番
第
三
髄

六
J

カ
ナ
ダ
の
地
文

･
人
文
及
び
蝕
経

へ波
浪
肺1.g次
郎
)

汐
ヤ
バ
の
細
郷
地
班
(.f･
)
(
m
申
館
琴
三
)

倍
眼
に
於
げ
ろ
解
三
組
末
数
の
神
仙
巡
軌
(
上
)
(本
川
不
二
男
)

樺
太
悲
境
銃
殺
沿
線
の
泥
火
山

(珊
藤
文
雄
)

動
物
地
糾
挙
上
よ
り
見
i1
る
日
本
(
7
)
(曾
根
賦
)

円
本
郡

柏
の三
角
洲
の
研
究
(
凹
)
(湘
木
槌
七
)

ラ
ッ
ク
エ
ル
の
人
勅
と
現
暁
と
に
航
す
る
瓜
伽
に
就

い
て
(
7
)

(
阿
部
市
五
郎
)

何
ア
メ
-
カ
緋
桝
地
規
(
五
)
(下
E
贈
位
)

地
形
帖
型
と
其
の
簡
易
な
る
拠
作
法
(上
)
(
西
村
健
三
)

○
旭
川
教
育

節
十
食
餌
凹
班

七
月

地
域
と
閥
と
-f
界

(
小
E
内
心
敏
)

円
本
緑
酒
拓
に
就

い
て
(
こ

(付
川
士
徳
治
邦
)

パ
ル
か
即
ら
呼
倫
見
聞
にこ
於
け
ろ
紙
柿
族
の
分
布
及

び
産
米
(
7
)

(
西
山
柴
久
)

カ
ナ
ダ
の
地
文
人
文
及
!JL･1
蝕
産
(下
)
(波
地
祇
次
郎
)

鰍
物
地
糾
串
JJ
よ
り
兄
た
る
日
本
(
二
)
(曾
根
賦
)

四
錬
拭
槍
秘
出
二

)
(
ソ
コ
ロ
フ
ス
ヤ
ー
)

ラ
ッ
ク
エ
小
の
,人
軌
と
絹
地
と
に
関
す
る
見
解
に
就

い
て
(
二
)

(
阿
部
小
五
郎
)

南
ア
メ
-
カ
総
柄
油
剤
(
六
)
(下
目
椎
佐
)

支
那
江
朋
の
お
膳
(
A
)
(稼
沸
朔
太
郎
)

新

新

仙

郷

地
形
椀
剖
-
非
の
他州
易
な
ろ
淑
作
法
(下
)
(川
村
伸
二r
}

○
山村
石
磯
物
碗
駐
車

節

E
怨
節
五
味

五
月

粧
神
文
山村
中
の
洗
脱
組
碗
伸
の
棟
払

(山的
柵
純

]
)

阿
蘇
火
山
叔
虻
の
泊
卸

(
川
中
仰
符
三

)

低
総
加
熱
の
本
湊
湖
山忠
次
に
及
ぼ
す
好
敬
三

)
(鶴
見
怒
沖
未
)

マ
グ
か
ス
カ
ー
ル
産
荊
長
石

の
熟
膨
脹
の
輿
常

(帥
伴
倣
耐
'
上

田

潤

7
)

大
石
橋
床
及
び
火
中
産
脚
石
の
化
桝
成
分

(潮
戸
尉
勝
)

〇
分
石
嶋
物
鳩
恥
単

節

7
怨
節
大
雄

六
月

紳
朋
焼
山
栃
洞
例
解
の
碗
他
作
川
と
錨
天
地
作
用
(
7
)
(波
速
閥

次
郎
)

梅
城
油
仲
買
岩
の
天
地
乾
榊
の

f
班
例

(高
橋
純

こ

紫
銅
磯
の
反
射
耕
徴
銀
的
研
究
用
蝕
剤
に
放
て

(中
野
長
偵
)

高
ま
銑
出
産
永
長
石
の
化
撃
成
分

(淑
戸
固
勝
)

小川
東
産
米
玉
の
他
鮮
成
分

(治
溢
梓
郎
)

余
威
嚇
鍵
の
成
故
に
的
す
る
物
税
壮
挙
的
諸
問
題
(
こ

(波
逸
閥

次
郎
)

〇
･:蟹
小
磯
物
磯
駐
韓

筋
二
番
節

7
淡

七
月

神
岡
碗
山
栃
洞
破
船
の
硫
化
作
用

と好
天
他
作
川
(
二
)
(完
)
(樵

波
苅
次
郎
)

琉
盟
約
境
と
抗
力
ド
"F
サ
ム
磯
と
の
破
船
串
的
関
係

(波
浪
孤
次

郎
)

指
紋

石

の
脱
水
現
象
に
放
て

(
八
木
攻
胡
)

新
枠
油
田
の
ザ
ク
の
仕
掛
成
分

(荷
柿
純

7)

】
兇

六
七



地

球

第
十
二
食

金
臓
磯
侭
の
.成
虫
に
紺
す
る
物
税
化
学
的
繍
間
脳
(波
準
鵬
次
郎
)

地
他
蝉
の
把
念
C
L
)
(h=同
橋
舶

〇

〇
鎖
氷

解
大
谷
第
六
二
班

四
月

本
邦
に
於
げ
ろ
銀
山
敬
破
法
の
起
甜

(
岡
田
陽

〇

〇
戯
架

第
六
徐
第
六
四
班

六
月

樺
太
鎖
柴
の
現
況

(
可
野
信

こ

朝
鮮
の
金
銀
開
発
に
封
す
る
即
死

(
尾
山
舵
綿
)

○
科
喋
琉
朝

鮮

Z
二
怨
節
五
戟

五
月

阿
山

い
似
不
の
如
拙

へ加
榊
勉
)

地
架
の
炎
瑞
探
検

(
辞
任
笥
)

褐
海
鴨
の
不
L=IS誠

(
小
久
保
締
給
)

地
質
科
出
身
の
フ
ー
プ
7
-

(
経
過
鵜
次
郎
)

○
科
挙
教
報

第

7
二
啓
第

六

班

六
月

石
炭
私
石
油
に
す
る
託

(
卿
省

1
朗
)

乾
術
の
拭
基
僧
蒋
放

(竹
井
倣
糠
)

精
巧
か
細
む
る
マ
タ
オ

ハ
の
錨
孔
洞

(
三
揃
仰
八
郎
)

日
本
固
有
生
物
の
い
ろ

い

ろ

(岡
川
棚

一
郎
)

都
肺
と
水

(
納
寓
茶
棚
)

0
科
串
粘
報

解
十
三
啓
第

7
淡

七
月

雨
粒
地
方
の
頗
柄
的
慣
憶

(
石
橋
五
郎
)

商
紬
の
紳
秘
速
に
敬
か
る

(
妹
尾
太
郎
'
佐
藤
弘
)

南
北
桐
畑
地
方
の
隣
地

(
耐
非
英

7
郎
)

北
柏
の
梅
南
紬
の
晦

(
九
州
久
俺
)

北
仲
の
佃淋
象
‥岡
秘
の
山肌
象

(銚
爪地
斑
榔
)

鱒
二
班

蒜
〇

六
八

地
軸
は
移
動
す
る
か

(同
紙
純

T
)

雨
粒
歯
肉
に
任
す
名
論
拭
攻

(省
内
悦
赦
)

岡
北
耐
蝕
抹
槍
ロ
マ
ン
ス

(
佐

々
水
産

1
榔
)

極
地
の
出
物

(
石
非

蒐

弟
)

雷
ii
の
地
物
畔
上
向
山
放
物

へ
武
川
久
菅
)

滞
う
つ
波
の
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Tert主よry Brachiopods froコ1 Hanawa-mura, Akita

Prefecture.(∫.Hayasaka)

OngeneraT1-mgiaandTingiosiachyafro-lltheLower

Permian and PemlO_Tl･iassic bedsin Northem

Xorea.(E.Kon'no)

OMemoirsoflheCollegeOfScience,KIJOtOLmperia乙

Uuft･ersity.SeriesA Vol.XH,No.31May･

Crysta1-facesdevelopedbyetchingmettllicCrystals

ofalumini_um andz三nc.(B.Fujita)

AてI examinationoEthemicro-crystals ofcalcium

carbonateinmolluscanshel一sbymeansofX-rays,

PartIll,(I.Tsutsurni)

ORecwdsofOceanographicl的rksinJapan.Vol.

LNo.2.October,1928.

PreTliminary reportonmarine deposits from the

southwesternNorthPacificOcean.(S.Han2:aWa)

Hydrogen-ion concentration of sea-wate･rinthe

Southwestem portionoftheNorthPacific･(K.

Tto)

ORecordsofOceELr-OgraPhl'cWbrksin垂pan･VoE.I.
No.3.February,1929.

A cartogr,aphical studyoEtheSubmar二ne releEof

theStraitofFomlOSl.(1-i.Yab=andR. Tyama)

The Seto Marine Biological LaboraDryOfthe

島 貫 喜 爵

Kyoto iTmperialUuivetSity.王ts equipmenl:and

activitieswithremarksonthefaunaandfloraof

theenvirons.(T.KomaiandI.Ikari)

○拭矧直音書討堵S.=車凄 味R.妻 冨買
･lTTi(肖13着附i(肖ie告岩窮番屋墜窪蓑揺鹿瀬E=牽

EE秦7り貴君壷酪整準喪貴志空寝朝正せ

Oi封蕪葛震堂鼻 鯨jll事 富で

霊寓署貸生壁卦 l蟹か増額重合等故買覇尊胡(零EI瑞軒J

E埼拭鮮-=尊王霜額等I'gi(蟹を宕'4T･黄鉛)

終端妻慧肇夏着封葛鑑章露堪春期 (義挙≡論戦)

裟鮮輯三短舌 :ヽ-hJ重曹蜜整喧 (揮蟹嵩 I)

○騒 l国賓嚇車糧だ東 電5,=J鮮讃鑓匹轟舗鎧 iくER

貿崇署朝71害㌣ (憂さ鱗ii茸)

貢朝JJ讃寮母雷撃 (窒詩浄写)

墓垂司攻Li勾頴ilHrQ岩封母蘇謹 (実朝韓)

○寄島讃宙霞鞘斡詳 鴇<尊＼17 等巻雲車重晋樹冠淘畠

H!軍

増援芋類堵-=旨遷試翠卜鴬冨潮寮長i(発音鎧喋を)

鵡髭寺F,dn零封旨串頭置書ト繋霜横幕封 (･iPを長嘆定)

蛸篭震憩建染絃表書⊇琶iS車裏書≡ii霞堪婁潮 (領主持曇)

◎等量責皐達男封霞蒲生芸当蜜=曽 張7 捕軍

司等畠音韻塗 <q<蛋 崇1ほ 金環窒寒害常宣誓 署巻雲率

蓮雪景霞粟島 7り耳

○棄ii 鯨lH中盤12掌 弼可 噂義塾Jlも毒旨衰ii逼額車

l削 iくii



軍 曹 鯨十日静

村甲

も学習LhLl宅t=吋鵠Ef凄睡昏鮮恕ヒ韓ニ㌣ (洋瓦単堵)

も学芸中朝S墓lj;鮎El営巣音較壷J<(】T)(暮正勝稚)
壁妄鮮嘉Jlも蕪意各式 (告定額t)

oSupplementioScientijic PapersofikelTnsiituie

ofPhysicalandChemicalResearch･Vol.10.No.8
Feb.1929.

Theapproximate contentofca'-llium inthegreen

kao71in from Tanokami,On the existenceof

gallianlin thesolarchromo3pT=ere.(S.Iirnori)

Oditto.Vol.10,No.9.April･

Geographicaldistributioュofcertain minerakin

Japan(S.I;moriandT･YcshjmlJ-ra)

oScieniij;aPapersoflheI.rtstiiuteofPhysicala絶d

ChemicalResearch.TTol.10.Nos.186-187.April.

A rosymuscovite from Suizawjandadark-grey

muscovitefrom Do主.(ら.Iimoria.LldI.Yoshimura)

A pinkkaorLn,andruthen;_um asaMinorConstit11-

entofthe Tanokami kaClis.(S.IimcriEmdI.

Yshimura)

Oditio.Vol.10.No.188･April.
Theuranium--thorium-rat;oinmonagites.(S.Iimori)

◎CitiesofJapln.ByYoshiroNiミhidd.NaraChirigakkai

Ot宮島三重塁車幕 亀IITO幼さ畏tij巻 消=く

鯨77寄 付l 中○

煮璃肇空母貿謡卦空骨髄 (日周 塾昏)
◎晋鞘詳報Q額牒rJJ態唱 77[望墾整離

OBullelinoftheGeologicalSooielyofChina.yTol.7.

No.314.Dec.1928.

HongKongCelts.(C.M.Heanley)

Review ontheHortgKong NeoTLithic Collection.

(ど.L.Yuarl)

ApetrographicalstudyoftheChineseagalmatolites.

(H.T.Lee)

Descriptionoftwo SpeciesofChaetetesfrom the

MoscovianofNorthChina.(S.Ch)

Somenotesonthecontactbetweenthe Yangfang

granireand theoverlying TiaoChiShambeds.

(S.ChuandT.鞍.Huang)

Someobservationsontheoldestfol-nationinthe

provinceofShallsi.(C.C.Surl)

OBulletinoftheGeolegZIcユISocietyofChina.γol8.

No.1.冬pdl,1929.
Preiiminarynoteon一旦dditionalSinanthropusma亡e-

rialdiscoveredirkChonRon Tien dtlring･1928.

(D.Black)

TheMesozoicorogeni=movementineasternChina

(W.㍗.Wong)

LespegmatiteidesidesrocheS VOIcaniques瓦faこies
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